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審 査 結 果 の 要 旨 
 歯根膜は，歯槽骨とセメント質の間に介在し，歯槽骨内に歯牙を固定するとともに，顎骨・歯槽骨
への咬合圧などのメカニカルストレスを緩衝している．これまで生理的咬合力に近似したメカニカル





採取した歯根膜は，37℃，5% CO2条件下で 10% FBS/DMEMにて初代培養後，3〜4代継代培養したも
のを hPDL細胞とした．方法としては，35 mm dishに hPDL細胞を播種し，サブコンフルエントに達
した後，BF（6 MPa；生理的咬合圧に相当，1 Hz；咀嚼運動に相当（間欠的））を 60分間付与し，形
態的変化，細胞活性変化，Real-time RT-PCRにて成長因子発現，ELISA法にて成長因子産生について
検討を行った．検討を行った成長因子はVascular endothelial growth factor（VEGF），Fibroblast growth factor
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